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　町に人が住
す
むようになったのはいつごろで、どのへんということは、はっ

きりしていません。

　しかし、今まで発
はっ
見
けん
された土

ど
器
き
などを調

しら
べてみると、約

やく
6,000 年前には、

じょうもん土
ど
器
き
をつかった人

ひと
々
びと
が住

す
んでいたことがわかっています。

　じょうもん土
ど
器
き
をつかった人

ひと
々
びと
や、その後生

せい
活
かつ
していたぞくじょうもん土

ど

器
き
やさつもん土

ど
器
き
をつかった人

ひと
々
びと
、そしてアイヌの人

ひと
々
びと
は、日当たりのよい

丘
おか
や、水をつかうのにべんりな川の近くに家をつくりました。

　人
ひと
々
びと
はそこで土をやいてつくった土

ど
器
き
や、石でつくった石

せっ
器
き
などをつかい、

山や川からの自
し
然
ぜん
のめぐみをうけて生

せい
活
かつ
していました。

昔
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大
おお

昔
むかし

の中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう1

↑�ビノス貝で作られ
たペンダント

↑�復
ふく
元
げん
された、たて穴

あな
住
じゅう
居
きょ

↑�たて穴
あな
住
じゅう
居
きょ
あとを発

はっ
掘
くつ
調
ちょう
査
さ
しているようす

���（平
へいせい
成 22年）

↑�イノシシの牙
きば
で作られた

うでわ

　北
ほっ
海
かい
道
どう
には生

せいそく
息していな

いイノシシの牙
きば
で作られた

うでわが計
け
根
ね
別
べつ
市
し
街
がい
の近く

のじょうもん時
じ
代
だい
の遺

い
跡
せき
か

ら発
はっ
見
けん
されている！
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「和
わ

人
じん

」とアイヌの人たち

　むかしの北
ほっ
海
かい
道
どう
には、たくさんの

アイヌの人が住
す
んでいました。川の

ある所
ところ
にそってコタン（村）があり、

魚や貝、けものをとって生
せい
活
かつ
してい

ました。アイヌの人が住
す
んでいたあ

とやチャシ（山
やま
城
じろ
）のあとがいくつ

かのこされています。これらはたい

てい丘
おか
の上や見

み
晴
は
らしの良

よ
いところ

につくられています。アイヌの人は

熊
くま
などの、たましいを祭

まつ
れば、よろ

こんで神
かみ
の国へ帰って行けると信

しん
じ

ていました。その祭
まつ
りの場

ば
所
しょ
を「熊

くま

送
おく
り場」といいます。熊

くま
は、神

かみ
の子

です。送
おく
るぎ式を、「イヨマンテ」と

いい、とても重
じゅう
要
よう
なものと考えてい

ました。中
なか
標
しべ
津
つ
地
ち
方
ほう
は、アイヌの人

たちが、魚やしか、熊
くま
などをとる、

とても重
じゅう
要
よう
な場だったのです。大

たい
正
しょう

時
じ
代
だい
のはじめに中

なか
標
しべ
津
つ
へ移

い
住
じゅう
した西

にし

村
むら
武
たけ
重
しげ
が、アイヌの人から聞き取

と
り

今の「養
よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
」までたどりつき

ました。そこには、ヒグマの頭の骨
ほね
がおよそ 400頭分祭

さい
だんの上にまつら

れていたのを目の当たりにしています。アイヌの人たちは、何
なん
百
びゃく
年
ねん
も前から、

2

↑俣
またおち
落のチャシあと

↑養
よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん

↑ひぐまの頭
とうこつ
骨の祭

さい
だん

　（出
しゅっ
典
てん
：標
しべ
茶
ちゃ
町
ちょう
町
ちょう
史
し
編
へん
纂
さん
事
じ
務
む
室
しつ
）
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標
しべ
茶
ちゃ
町
ちょう
虹
にじ
別
べつ
より養

よう
老
ろう
牛
うし
へ入

にゅう
浴
よく
しに親

しん
族
ぞく
で行き来して、男の人はヒグマを狩

か
っ

たり、女の人はヤマベを釣
つ
ったり、植

しょく
物
ぶつ
のイラクサを温

おん
泉
せん
にひたしてやわら

かくして着
き
物
もの
の糸を作って編

あ
んでいました。

　また、釧
くし
路
ろ
・根

ね
室
むろ
・網

あば
走
しり
に行く通り道となっていて、アイヌの人たちが利

り

用
よう
する駅

えき
てい（りょかん）もありました。このようにして、アイヌの人たち

は、たがいに助
たす
けあい、村おさの命

めい
れいにしたがって、きまり正しい生

せい
活
かつ
を

おくっていました。

　山や川にはたくさんの食べものがありました。畑
はたけ
で作

さく
物
もつ
も作るようになり

ました。人
ひと
々
びと
は、このようにくらせることを神

かみ
に感

かん
謝
しゃ
していました。

和
わ
人
じん
とアイヌの人

ひと
々
びと

　今から 700年あまり前、海や川の幸
さち
をもとめて、えぞ地とよばれていた

北
ほっ
海
かい
道
どう
に、本

ほん
州
しゅう
からわたってきて住

す
み着

つ
く人が多くなりました。これらの人

たちはアイヌの人たちにたいして、和
わ
人
じん
とよばれていました。

　根
ね
室
むろ
地
ち
方
ほう
にはじめて和

わ
人
じん
がきたのは、250年ほど前のことです。和

わ
人
じん
は、

奥
おく
地
ち
にどんどん入りこみ、アイヌの人たちのとったサケ・マス・ニシン・け

もの毛
け
皮
がわ
、砂

さ
金
きん
などと、自

じ
分
ぶん
が持

も
っている、少しばかりのたばこ・おさけ・

古
こ
道
どう
具
ぐ
などと、取

と
りかえて、大きなりえきをえるようになりました。

　そのうちに、和
わ
人
じん
の商

しょう
人
にん
たちは、物

もの
を取

と
りかえるだけでなく、自

じ
分
ぶん
たちの

漁
ぎょ
場
ば
を開

ひら
いて、大きなあみ

を使
つか
い、一度

ど
にたくさんの

サケ・マス・ニシンをとる

ようになりました。やがて、

アイヌの人たちは、和
わ
人
じん
の

漁
ぎょ
場
ば
へ、むりやりにつれて

いかれ働
はたら
かされるようにま

↑江
え ど
戸時

じ
代
だい
の終

お
わり頃

ころ
の中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい
のあたり

　（北
ほっかいどう
海道大

だいがく
学附

ふ
属
ぞく
図
と
書
しょ
館
かん
所
しょ
蔵
ぞう
）
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開
かい

たくのはじまり（乾
いぬい

定
さだ

太
た

郎
ろう

の入
にゅう

殖
しょく

）

　明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
、新しい国づくりのため、手つかずの自

し
然
ぜん
豊
ゆたか
な北

ほっ
海
かい
道
どう
を開

かい
たくし

て、産
さん
業
ぎょう
をおこすとともに、ロシアなどから北

ほっ
海
かい
道
どう
を守

まも
ることを考

かんが
えてまし

た。

　北
ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
が 1886（明

めい
治
じ
19）年に

発
ほっ
足
そく
し、道

どうない
内において開

かい
たくが可

か
のう

な土
と ち
地がどのくらいあるか調

しら
べるた

めの調
ちょう
査
さ
が行われ、「殖

しょく
民
みん
区
く
画
かく
図
ず
」が

作られました。本
ほん
州
しゅう
からの移

い
住
じゅう
者
しゃ
は、

この図を見てどこに入るかを選
えら
んで

入って行きました。町の道
どう
路
ろ
や畑

はたけ
、風

3

↑中
なか
標
しべ
津
つ
原
げん
野
や
の殖

しょく
民
みん
区
く
画
かく
図
ず

でなったのです。そのため、コタンには、子どもと年よりだけがのこされ、

秋から冬まで働
はたら
いても、わずかな米と着

き
物
もの
一枚

まい
くらいしかもらえなかったの

で、とても苦
くる
しい生

せい
活
かつ
をしなければなりませんでした。

　アイヌの人たちは、このような和
わ
人
じん
のやり方にたいして、自

じ
分
ぶん
たちのくら

しを守
まも
るために、和

わ
人
じん
とのたたかいを何

なんかい
回もしました。

　北
ほっ
海
かい
道
どう
の開

かい
たくが進

すす
み入

にゅう
殖
しょく
者
しゃ
によって、森

しんりん
林がつぎつぎと切りたおされ、

大きな道
どう
路
ろ
がつくられるようになると、ついに、アイヌの人たちも住

す
みなれ

た土
と
地
ち
に別

わか
れをつげ、去

さ
っていかなければなりませんでした。こうして、様

さまざま
々

な事
こと
があった後、アイヌの人たちにも和

わ
人
じん
と同

おな
じようなくらしができるよう

に、いろいろなきまりがつくられるようになったのです。

　もともとアイヌの人たちの住
す
む土

と
地
ち
だった北

ほっ
海
かい
道
どう
には、アイヌの人たちに

ついての物
もの
語
がたり
がたくさん伝

つた
えられています。



97

などから産
さん
業
ぎょう
およびくらしを守

まも
る防

ぼう

風
ふう
林
りん
などのサイズや規

き ぼ
模は、この図

がもとになっています。

　その後、1907（明
めい
治
じ
40）年に町

ちょう

内
ない
で最

さい
初
しょ
の牧

ぼく
場
じょう
が芦

あし
沢
ざわ
勇
ゆう
吉
きち
によって

俵
たわら
橋
ばし
地
ち
区
く
で営

いとな
まれ、試

し
験
けん
的
てき
に開

かい
たく

に入る人もいました。開
かい
たくが本

ほん
格
かく

的
てき
になったのは、明

めい
治
じ
時
じ
代
だい
の終

お
わり

頃
ころ
のことで、北

ほっ
海
かい
道
どう
の中でも遅

おそ
いほ

うでした。1911（明
めい
治
じ
44）年に乾

いぬい

定
さだ
太
た
郎
ろう
を団

だん
長
ちょう
とした団

だん
体
たい
の移

い
住
じゅう
によ

り開
かい
たくが進

すす
んでいきました。

開
かい

たくの苦
く

労
ろう

　北
ほっ
海
かい
道
どう
を開

かい
たくするために、北

ほっ
海
かい
道
どう
庁
ちょう
では、北

ほっ
海
かい
道
どう
のようすを書いた案

あん
内
ない

や、映
えい
画
が
を作って、たくさんの人がくるようにせんでんしました。

　1911（明
めい
治
じ
44）年、町に、はじめて開

かい
たく者

しゃ
が入

にゅう
殖
しょく
してから大

たい
正
しょう
時
じ
代
だい

4

↑根
こん
釧
せん
台
だい
地
ち
の格
こう
子
し
状
じょう
防
ぼう
風
ふう
林
りん

↑芦
あし
沢
ざわ
牧
ぼく
場
じょう
内の馬と芦

あし
沢
ざわ
勇
ゆう
吉
きち

↑乾
いぬい
定
さだ
太
た
郎
ろう
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にかけて、少しずつ人がふえてきまし

た。そのころの町は、道らしい道も

なく、大
だいしんりん
森林のおいしげったところで

したが、この原
げん
野
や
に入るにはおもに3

つの道がつかわれました

　そのひとつは、釧
くし
路
ろ
から小さな船

にのって釧
くし
路
ろ
川
がわ
をすすみ、次

つぎ
に、人

が泊
と
まったり休んだり、馬を乗

の
りか

える駅
えき
てい所

しょ
から駅

えき
てい所

しょ
へと歩い

て中
なか
標
しべ
津
つ
にむかう方

ほう
法
ほう
。

　もうひとつは、釧
くし
路
ろ
から根

ね
室
むろ
まで

船できて、そこから標
しべ
津
つ
まで歩いて

中
なか
標
しべ
津
つ
に入るか、または、船で標

しべ
津
つ

まできて中
なか
標
しべ
津
つ
にくる方

ほう
法
ほう
。

　さいごは、網
あば
走
しり
から斜

しゃ
里
り
まで歩い

て、駅
えき
てい所

しょ
に泊

と
まりながら何

なん
日
にち
も

かかって、根
こん
北
ぽく
峠
とうげ
をこえ、川

かわ
北
きた
を通

り中
なか
標
しべ
津
つ
につくなどの方

ほう
法
ほう
でした。

　大
たい
正
しょう
時
じ
代
だい
の開

かい
たく者

しゃ
は、おもにこの

3つの道を通ってきたのですが、女の

人や子ども、老
ろう
人
じん
のいる家

か
族
ぞく
をつれ

て、あせを流
なが
し、足にマメができても、いく日もかかって歩いたのです。

　川の近くは農
のう
業
ぎょう
によい土

と ち
地なので、みんな早いもの勝

か
ちで手に入れようと

しました。

　そして、まず最
さい
初
しょ
に小さな小

こ
屋
や
を建

た
てます。

　この小
こ
屋
や
は、人が手を合わせておがんだときのような、三

さんかくけい
角形のそまつな

↑せんでんの案
あん
内
ない

↑武
む
佐
さ
の駅

えき
てい所

しょ
（今の上

かみ
武
む
佐
さ
市
し
街
がい
）

↑おがみ小
こ
屋
や
の復

ふく
元
げん
（開

かい
陽
よう
小
しょう
学
がっこう
校）
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ものなので、「おがみ小
こ
屋
や
」とか「ちゃくしゅ小

こ

屋
や
」などとよばれました。このほかにも、その

形から「あみがさ小
こ
屋
や
」、「さんかく小

こ
屋
や
」、「カ

マボコ小
こ
屋
や
」などとよばれるものもありました。

次
つぎ
に、大きな木を切りたおして焼

や
き、家を建

た
て

る場
ば
所
しょ
をつくってから、ササやカヤの屋

や
根
ね
をつ

けたほっ立
たて
小
こ
屋
や
を作るのです。�

　開
かい
たく者

しゃ
の中には、木の皮

かわ
をはりつけてその

上に土をかけるという、当
とう
時
じ
としてはりっぱな

小
こ
屋
や
を建

た
てる人もいました。

　家と家は遠
とお
くはなれていて、小さな道がつい

ているだけです。

　入
にゅう
殖
しょく
した人は、このような小

こ
屋
や
に住

す
みながら

開
かい
たくをはじめました。

　馬をかりるのには、お金がかかるので、重
おも
い

クワを持
も
ち、ひとクワひとクワ自

じ
分
ぶん
の手で土

と ち
地

をたがやしました。ですから、1反歩（＝いっ

たんぶ＝10アール）の土
と ち
地をたがやすのに10日もかかりました。

　それでも、毎
まいにち
日毎

まいにち
日あせにまみれながら、一

いっ
生
しょう
けん命に働

はたら
いたのです。

　冬になると屋
や
根
ね
やかべのすき間から雪が入りこみました。朝、目がさめる

と、ふとんの上は白くなり、えりははくいきでカチカチにこおっていました。

　食べ物
もの
は、そば粉

こ
で作った、だんごやそば焼

や
きが多く、麦にマメやイナキ

ビを混
ま
ぜたごはんは、ごちそうでした。お米は、お盆

ぼん
やお正

しょう
月
がつ
のときだけし

か食べられなかったのですが、川には、たくさんのサケやマスがのぼってき

たので、食べ物
もの
にはこまりませんでした。

　服
ふく
はほとんど着

き
物
もの
を着

き
ていました。子どもたちは、冬でも（わたの入った）

↑開
かい
たくの記

き
念
ねん
にとられた写

しゃ
真
しん

↑昭
しょう
和
わ
の初

はじ
め頃
ころ
の家

か
族
ぞく
写
しゃ
真
しん
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北
ほっ

海
かい

道
どう

農
のう

事
じ

試
し

験
けん

場
じょう

の開
かい

設
せつ

と酪
らく

農
のう

への切り替
か

え

　移
い
住
じゅう
者
しゃ
の指

し
導
どう
とこの地

ち
方
ほう
に合った

農
のう
業
ぎょう
の試

し
験
けん
や研

けん
究
きゅう
をおこなうため、国

が 1927（昭
しょう
和
わ
2）年に北

ほっ
海
かい
道
どう
農
のう
事
じ
試
し

験
けん
場
じょう
根
ね
室
むろ
支
し
場
じょう
（現

げん
在
ざい
の伝

でん
成
せい
館
かん
）を作り

ました。

　手つかずの原
げん
野
や
に、当

とう
時
じ
都
と
会
かい
でもめ

ずらしかったコンクリートづくりの

建
たて
物
もの
が中

なか
標
しべ
津
つ
にできたことから、移

い

住
じゅう
者
しゃ
は中

なか
標
しべ
津
つ
に夢

ゆめ
や希

き
望
ぼう
を感

かん
じ移

い
住
じゅう

する人がふえて、市
し
街
がい
地
ち
はまたたく

まに大きくなりました。

　開
かい
たく当

とう
時
じ
の農

のう
業
ぎょう
は、おもにそば

や大
だい
豆
ず
など畑

はたけ
を作っていました。し

かし開
かい
たくはきびしい自

し
然
ぜん
環
かん
境
きょう
のた

め、毎
まい
年
とし
夏に気

き
温
おん
が上がらないこと

が原
げん
因
いん
で作

さくもつ
物が育

そだ
たず悩

なや
まされていました。特

とく
に 1931、1932（昭

しょう
和
わ
６、７）

年は作
さく
物
もつ
が育

そだ
たず、たくさんの人が土

と ち
地をはなれていくことになりました。

これをきっかけに酪
らく
農
のう
へと切り替

か
えられるようになりました。

5

↑完
かんせい
成したばかりの試

し
験
けん
場
じょう

↑現
げん
在
ざい
の試

し
験
けん
場
じょう
（伝

でん
成
せい
館
かん
）

着
き
物
もの
を着

き
て、手ぬぐいで、ほおかぶりして学

がっこう
校に通いました。

　くつは、わらで作った、ぞうりやツマゴ、鮭
さけ
の皮

かわ
で作ったくつをはくこと

もあったそうです。冬には赤いもうふを足にまきつけて、わらぐつをはいた

り、雪の上を歩くときは、かんじきをはいたりしました。
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交
こう

通
つう

の歴
れき

史
し

　江
え ど
戸時

じ
代
だい
の終

お
わりころ、標

し
津
べつ
川
がわ
とケ

ネカ川沿
ぞ
いにあったアイヌの人たち

のふみ分け道を江
え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
が新たに作

り直して、標
しべ
津
つ
から計

け
根
ね
別
べつ
を通って斜

しゃ

里
り
へ通ずる道がつくられました。

　その道は、70年程
ほど
の間、たくさん

の人に使
つか
われましたが、毎

まいとし
年冬になる

と通ることができなかったり、雪で壊
こわ

れてしまう大
たい
変
へん
な道だったりしたこ

とから、明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
の中頃

ごろ
には今の根

こん
北
ぽく

峠
とうげ
を通る道に替

か
わっていきました。

　明
めい
治
じ
時
じ
代
だい
の終

お
わり頃

ころ
から始

はじ
まった

開
かい
たくにより移

い
住
じゅう
者
しゃ
がふえるにつれ

て、道
どう
路
ろ
ができて中

なか
標
しべ
津
つ
各
かく
地
ち
に駅

えき
てい

6

↑大きくなってきた中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい
（東 1条

じょう
通り）

↑江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
終
お
わり頃

ころ
の標

しべ
津
つ
のようす

　（北
ほっかいどう
海道大

だいがく
学附

ふ
属
ぞく
図
と
書
しょ
館
かん
所
しょ
蔵
ぞう
）

↑養
よう
老
ろう
牛
うし
の駅
えき
てい所

し ょ
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所
しょ
がつくられるようになりました。

　1925（大
たい
正
しょう
14）年には、人やモ

ノを運
はこ
ぶため、鉄

てつ
道
どう
よりも線

せん
路
ろ
幅
はば
の

せまい「しょくみん軌
き
道
どう
」が日

に
本
ほん
で

初
はじ
めて使

つか
われていきました。ほとん

どの動
どう
力
りょく
は馬でしたが、1929（昭

しょう
和
わ

４）年には、ガソリン機
き
関
かん
車
しゃ
が走り

はじめました。

　昭
しょう
和
わ
になって、移

い
住
じゅう
者
しゃ
が増

ふ
えるに

つれて、「しょくみん軌
き
道
どう
」だけでは、

肥
ひ
料
りょう
などのモノを運

はこ
ぶことが間に合

わないので、鉄
てつ
道
どう
が通ることをきた

いしていました。ついに1937（昭
しょう
和
わ

12）年 10 月移
い
住
じゅう
者
しゃ
たちが待

ま
ちのぞ

んでいた鉄
てつ
道
どう
が開

かい
通
つう
しました。

　標
しべ
津
つ
線
せん
というこの路

ろ
線
せん
は、厚

あっ
床
とこ
―

中
なか
標
しべ
津
つ
の支

し
線
せん
と、標

しべ
茶
ちゃ
―中

なか
標
しべ
津
つ
―根

ね

室
むろ
標
しべ
津
つ
の本

ほん
線
せん
からなり、丸

まる
山
やま
公
こう
園
えん
の

郷
きょう
土
ど
館
かん
横
よこ
にある蒸

じょう
気
き
機
き
関
かん
車
しゃ
の C11 や

C12が走ることもありました。

　鉄
てつ
道
どう
の開

かい
通
つう
は、毎

まい
年
とし
のように続

つづ
く

凶
きょう
作
さく
にうちのめされた住

じゅう
民
みん
にとって、

新しい希
き
望
ぼう
を与

あた
えてくれました。ま

た交
こう
通
つう
が便

べん
利
り
になったことで、中

なか
標
しべ

津
つ
地
ち
方
ほう
の開

かい
たくがいっそう進

すす
み、中

なか
標
しべ
津
つ
は根

ね
室
むろ
内
ない
陸
りく
の中

ちゅう
心
しん
地
ち
として、酪

らく
農
のう
だ

けでなく商
しょう
業
ぎょう
も大きく発

はっ
展
てん
したことから中

なか
標
しべ
津
つ
村
むら
が誕

たん
生
じょう
しました。

↑しょくみん軌
き
道
どう

↑鉄
てつ
道
どう
が開

かい
通
つう
したばかりの頃

ころ

↑旧
きゅう
中
なか
標
しべ
津
つ
駅
えき
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　一日も休
やす
むことなく利

り
用
よう
されてき

た鉄
てつ
道
どう
は中

なか
標
しべ
津
つ
の発

はっ
展
てん
になくてはな

らないものでしたが、自
じ
動
どう
車
しゃ
の普

ふ
及
きゅう

や道
どう
路
ろ
網
もう
の整

せい
備
び
により、その役

やく
割
わり
を

失
うしな
ってしまい、1989（平

へい
成
せい
元）年 4

月２９日をもって廃
はい
止
し
されました。

　今、駅
えき
のあったところは中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう

交
こう
通
つう
センターになっています。

　いっぽう、戦
せん
争
そう
中
ちゅう
につくられた飛

ひ

行
こう
場
じょう
を整

せい
備
び
した、中

なか
標
しべ
津
つ
空
くうこう
港が 1965

（昭
しょう
和
わ
40）年に開

かいこう
港しました。

　だんだん乗
の
る人が増

ふ
えてきたため

飛
ひ
行
こう
機
き
は大きくなり、札

さっぽろ
幌や東

とう
京
きょう
への

定
てい
期
き
便
びん
が毎

まいにち
日飛

と
ぶようになりました。

　荒
あ
れ地だった根

ね
室
むろ
原
げん
野
や
の中

なか
標
しべ
津
つ
は、

一年中ガスがたちこめていて、農
のう
業
ぎょう
ど

ころか、人も住
す
めないと信

しん
じられてき

ました。

　しかし、1909（明
めい
治
じ
42）年に、

俵
たわら
橋
ばし
、川
かわ
北
きた
地
ち
区
く
で開

かい
こんをためしてみ

たところ、農
のう
業
ぎょう
ができることがわかり

↑急
きゅう
に大きくなった中

なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい

↑札
さっ
幌
ぽろ
への定

てい
期
き
便
びん
（YS11型

がた
機
き
）

↑廃
はいせん
線となった中

なか
標
しべ
津
つ
駅
えき

中
なか

標
しべ

津
つ

村
むら

のはじまり7
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ました。このことが道
どう
内
ない
外
がい
に伝

つた
えられると。俵

たわら

橋
ばし
・武

む
佐
さ
・開
かい
陽
よう
・俣
また
落
おち
に開

かい
たくする農

のう
家
か
がふえ、

人
じん
口
こう
も多くなってきました。

　1918（大
たい
正
しょう
７）年に 1,731 人（400戸）だっ

た人
じんこう
口も、1932（昭

しょう
和
わ
７）年には、中

なか
標
しべ
津
つ
市
し

街
がい
地
ち
だけで 100戸をこえるようになりました。

　海
かい
岸
がん
地
ち
方
ほう
にくらべ内

ない
陸
りく
は、開

かい
発
はつ
がおくれぎみ

でしたが、1923（大
たい
正
しょう
12）年に標

しべ
津
つ
、中

なか
標
しべ

津
つ
をふくめて標

しべ
津
つ
村
むら
となりました。昭

しょう
和
わ
になっ

て開
かい
たくが急

きゅう
に進

すす
み、学

がっ
校
こう
や店ができ、道

どう
路
ろ
が

つくられ、郵
ゆう
便
びん
局
きょく
が置

お
かれ、電

でん
話
わ
も使

つか
えるようになりましたが、1931（昭

しょう

和
わ
６）、1932（昭

しょう
和
わ
７）年には、夏

か
季
き
に気

き
温
おん
が上がらず作

さく
物
もつ
が育

そだ
たない不

ふ

作
さく
に合うなど、大

たい
変
へん
苦
く
労
ろう
をしたこともありました。

　その後、中
なか
標
しべ
津
つ
の方がどんどんひらけ、人

じん
口
こう
も 9,644 人となり、1946

（昭
しょう
和
わ
21）年に中

なか
標
しべ
津
つ
村
むら
となりました。

↑�不
ふ
作
さく
から立ち上がるためスロー

ガンが書かれた杭
くい

　第
だい
２次

じ
世
せ
界
かい
大
たい
戦
せん
が終

お
わり、国は戦

せん
争
そう

から帰ってきた人たちに働
はたら
いてもら

うため、そして食べものをたくさん作

らなければならなかったので、戦
せん
後
ご
開
かい

たくが進
すす
められました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
でも俣

また
落
おち
や西

にし
竹
たけ
地
ち
区
く
を中

ちゅう
心
しん

とする広
こう
大
だい
で平

へい
坦
たん
な土

と
地
ち
が緊

きん
急
きゅう
開
かい
た

戦
せん

後
ご

開
かい

たく8

↑開
かい
たく者

しゃ
が住

す
んでいた小

こ
屋
や
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　1950（昭
しょう
和
わ
25）年１月１日、中

なか
標
しべ
津
つ
村
むら
は中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
と改

あらた
められました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は、根

ね
室
むろ
管
かん
内
ない
内
ない
陸
りく
部
ぶ
の中

ちゅう
心
しん
となり、鉄

てつ
道
どう
やバスが集

あつ
まっていて、

羅
ら
臼
うす
、根

ね
室
むろ
をはじめ、釧

くし
路
ろ
方
ほう
面
めん
に行くにもとても便

べん
利
り
になりました。

　また、平
へいせい
成に入って鉄

てつ
道
どう
はなくなってしまいましたが、中

なか
標
しべ
津
つ
空
くう
港
こう
があり、

飛
ひ
行
こう
機
き
で札

さっ
幌
ぽろ
や東

とう
京
きょう
などにわずかな時

じ
間
かん
で行けるようになりました。

　このように、交
こう
通
つう
が便

べん
利
り
になってきたことや町の開

かい
発
はつ
が進

すす
んできたことか

ら、いろいろな店や役
やく
所
しょ
ができて、新しい町として栄

さか
えるようになりました。

　中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい
には人

じん
口
こう
の大

たい
半
はん
が集

あつ
まっており、役

やく
所
しょ
や銀

ぎん
行
こう
をはじめ、いろい

ろな商
しょう
店
てん
や大

おお
型
がた
店
てん
が立ち並

なら
び、さらにこの地

ち
方
ほう
の人

ひと
々
びと
の生

せいかつ
活になくてはなら

ないものがほとんどそろっており、周
しゅう
辺
へん
市
し
町
ちょう
から買い物

もの
に来るようになりま

した。

　地
ち
球
きゅう
が丸く見える開

かい
陽
よう
台
だい
、歴

れき
史
し
のある養

よう
老
ろう
牛
うし
温
おん
泉
せん
、おいしいチーズや牛

ぎゅう
乳
にゅう

町の発
はっ

展
てん9

く地として入
にゅう
殖
しょく
が進

すす
められ、たくさ

んの人がやってきました。

　しかし、戦
せん
争
そう
後で食べ物

もの
が手には

いりにくい上、大
たい
変
へん
な作

さ
業
ぎょう
の毎

まいにち
日の

ため、この土
と
地
ち
を離

はな
れていく人もた

くさんいました。

　戦
せん
争
そう
が終

お
わってからの 10年

ねんかん
間で、

1,379 人（377戸）が定
てい
着
ちゃく
しました。

　その後の根
こん
釧
せん
パイロットファーム事

じ
業
ぎょう
をはじめ、国の事

じ
業
ぎょう
により農

のう
地
ち
が広

がっていきました。

↑レーキドーザーでの開
かい
こん
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が、広くみんなに知られるようにな

りました。

　また、中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
は酪

らく
農
のう
がさかんで、

およそ 43,000 頭（2022（令
れい
和
わ
４）

年現
げんざい
在）の牛がかわれ、馬れいしょ

のほかにも、てんさいや大
だいこん
根、ブロッ

コリー、小
こ
麦
むぎ
、そばなども作られて

います。

　村から町になってからも人
じんこう
口は毎

まい

年
とし
ふえてきました。根

ね
室
むろ
振
しん
興
こう
局
きょく
管
かん
内
ない

で根
ね
室
むろ
市
し
に次

つ
いで２番目に大きな町

に発
はっ
展
てん
しました。

　町の人
ひと
々
びと
は、この中

なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
を、もっ

と豊
ゆた
かな住

す
みやすい町にしようと考

え、努
ど
力
りょく
してきました。

　今も、町に住
す
む人

ひと
々
びと
の考えや、願

ねが
いをもとにつくられた、町づくりの計

けい
画
かく

↑町になった頃
ころ
の中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい

↑今の中
なか
標
しべ
津
つ
市
し
街
がい

↑開
かい
陽
よう
台
だい
のてんぼう館

かん
（平
へい
成
せい
7 年）
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町の“おたから”を探
さが
して、見てみよう〜

北
ほっかいどう
海道デジタルミュージアム

　北
ほっかいどう
海道デジタルミュージアムでは、郷

きょう
土
ど
館
かん
で展

てん
示
じ
されている資

し
料
りょう
をネット上で見ること

ができます！

　URL 又
また
は QRコードより、アクセスして「施

し
設
せつ
情
じょう
報
ほう
」ページの右側

がわ
の

「収
しゅう
蔵
ぞう
資
し
料
りょう
」をクリックして資

し
料
りょう
を探

さが
したり、見ることができます。

サイト管
かん
理
り
者
しゃ
：北

ほっかいどう
海道環

かん
境
きょう
生
せいかつ
活部

ぶ
文
ぶん
化
か
局
きょく
文
ぶん
化
か
振
しんこう
興課

か

URL：https://hokkaido-digital-museum.jp/facility/ 中標津町郷土館 /

によって、次
つぎ
々
つぎ
に新しい仕

し
事
ごと
が進

すす
め

られています。

　みなさんも、どうすればこの中
なか
標
しべ

津
つ
町
ちょう
をもっと住

す
みよい豊

ゆた
かな町にす

ることができるか、いろいろ考えた

り話し合ったりしましょう。

学
がく
習
しゅう
のまとめ

　「中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
のうつりかわり」を学

がく
習
しゅう
して分かったことをまとめましょ

う。

①中
なか
標
しべ
津
つ
の昔

むかし
はアイヌの人たちが住

す
んでいた。

②�開
かい
たくのため人

ひと
々
びと
が住

す
み着

つ
くようになったのは 100 年ほど前から

である。

③開
かい
たくは、人の力によるもので、長い間の苦

く
労
ろう
があった。

④�自
じ
分
ぶん
たちの住

す
んでいるところをよくしようとする、地

ち
域
いき
の人

ひと
々
びと
の協

きょう

力
りょく
があった。

↑�開
かい
たくから 100年の時をかけてできた空か

ら見える格
こう
子
し
状
じょう
防
ぼう
風
ふう
林
りん
の風
ふう
景
けい
がつくられた。

https://hokkaido-digital-museum.jp/facility/%E4%B8%AD%E6%A8%99%E6%B4%A5%E7%94%BA%E9%83%B7%E5%9C%9F%E9%A4%A8
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